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本年も社会福祉協議会の主旨に
ご賛同賜り、社会福祉の充実を
願って、賛助会員の募集をいた
しております。民間社会福祉事
業をご理解いただきまして、お
互いの幸せのためにお力添えを
賜りたいと思います。

賛助会員加入のお願い

土庄町社会福祉大会
販売風景
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新
し
い
年
を
迎
え
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
土
庄
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
対
し
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
社
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々

厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
層
の
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
来
、
社
協
の
活
動
は
地
域
住
民

の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
問
題
解
決

能
力
を
高
め
、
福
祉
へ
の
住
民
参
加

や
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く
の

が
ね
ら
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
社
協
活
動
が
既
存
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
中
心
に
な
り
、

新
た
な
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
へ
の

対
応
が
、必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、

地
域
住
民
や
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

名
参
加
の
も
と
、
土
佐
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
問
し
、
地
域
に
密
着
し

た
福
祉
活
動
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。

「
お
ま
ん
ら
あ
〜
　
お
ら
く
の
町
に
　
こ
ん

な
に
こ
じ
ゃ
ん
と
よ
う
来
た
ね
　
暑
い
け
ん

ど
　
こ
ら
え
て
よ
　
ま
っ
こ
と
　
う
れ
し
い

ぜ
よ
〜
」
と
龍
馬
の
歓
迎
の
声
が
…
…

　

土
佐
町
は
、
四
国
の
中
央
部
に
位

置
し
、
東
西
に
吉
野
川
が
流
れ
て
お

り
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
森
と

水
の
町
で
す
。

　

福
祉
活
動
は
、
住
民
の
立
場
に
立

ち
、
貴
重
な
知
恵
と
時
間
の
提
供
を

受
け
て
、
四
つ
の
目
標
を
掲
げ
展
開

し
て
い
る
。

一
、
福
祉
の
心
を
育
て
る
町
に
（
認

知
症
等
の
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

の
拡
充
）

二
、
生
き
が
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

町
に
（
高
齢
者
福
祉
の
充
実
）

三
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

に
（
身
障
者
福
祉
の
充
実
）

四
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち

青
年
が
輝
け
る
町
に
（
児
童
福
祉
の

充
実
と
青
少
年
育
成
の
推
進
）

こ
の
目
標
を
具
体
化
し
た
特
徴
あ
る

活
動
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
農
事
生
産
者
の
高
齢
化
、
ま
た
畑

の
荒
廃
防
止
の
為
、
茶
畑
の
耕
作
手

ク
の
中
で
問
題
解
決
型
の
社
協
を
目

指
す
活
動
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の

で
は
と
の
問
題
提
起
も
な
さ
れ
、
社

協
の
存
在
意
義
も
含
め
た
組
織
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
協
活
動
は
地
域
社
会
の
福
祉
活

動
の
中
核
と
し
て
、
住
民
か
ら
大
き

な
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
地
域
住
民
の
福
祉
課
題
や
生
活

課
題
に
対
し
、
十
分
な
情
報
の
収
集

が
で
き
る
社
協
組
織
の
強
化
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
専
門
機
関
や
活
動

団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
に
対
応
で
き
、

解
決
で
き
る
知
識
と
経
験
を
蓄
積
し
、

真
に
福
祉
活
動
の
中
核
と
な
り
、
住

民
が
安
心
、
安
全
に
生
活
が
送
れ
る

よ
う
な
福
祉
の
町
を
め
ざ
し
た
い
も

の
で
す
。

　

昨
年
９
月
11
日
〜
12
日
に
か
け
土

庄
町
社
協
と
町
民
協
の
合
同
研
修
28

伝
い
や
、
杉
を
植
林
す
る
等
、
老
人

ク
ラ
ブ
が
田
畑
を
借
用
し
、
地
域
活

動
の
衰
退
を
防
い
で
い
ま
す
。

◦
中
学
校
で
は
、
福
祉
教
育
の
一
貫

と
し
て
、地
域
福
祉
課
題
を
学
習
し
、

地
場
産
品
を
広
く
町
外
に
Ｐ
Ｒ
販
売

す
る
な
ど
全
校
生
83
名
が
、
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

土
佐
町
社
会
活
動
を
紙
面
の
関
係

で
、
一
部
し
か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
わ
が
町
で
も
「
土
庄
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
喜
ば
れ
る
福

祉
活
動
に
一
層
努
力
し
な
け
れ
ば
と

い
う
覚
悟
で
参
加
者
全
員
、
心
あ
ら

た
に
帰
島
し
ま
し
た
。

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

土
庄
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会　

長

委　

員

中
村
利
夫

山
田
靖
士

新
た
な
社
協

　
　
活
動
へ
の
課
題

「
福
祉
の
心
を
育
て
る
町
」

土
佐
町
社
協
を
訪
ね
て
！

新
た
な
社
協

　
　
活
動
へ
の
課
題

「
福
祉
の
心
を
育
て
る
町
」

土
佐
町
社
協
を
訪
ね
て
！
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れ
た
。

　

記
念
講
演
に
は
、
土
佐
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
山
首
事
務
局
長
を
お
招

き
し
、「
土
庄
町
で
生
き
る
…
10
年
後

の
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
今
！
で

き
る
こ
と
」
の
演
題
で
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。
急
速
な
少
子
高
齢
過
疎
に

突
入
し
て
い
る
わ
が
町
の
取
り
組
み
、

10
年
後
の
土
庄
町
の
あ
る
べ
き
姿
は

ど
う
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
為
す

べ
き
か
住
民
主
体
の
福
祉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
山
首

氏
は
超
高
齢
少
子
で
沈
降
状
態
の
土

佐
町
を
、
全
国
に
誇
れ
る
福
祉
の
町

と
し
て
、
町
民
、
福
祉
機
関
、
諸
団

体
が
一
丸
と
な
り
生
き
甲
斐
の
あ
る

町
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
中
心
人
物

で
あ
る
。
ご
教
授
頂
い
た
わ
が
土
庄

町
の
在
り
方
、
取
り
組
み
を
町
ぐ
る

み
で
実
践
し
、
生
き
甲
斐
の
あ
る
町

に
し
た
い
。

　

大
会
宣
言
で
は
住
民
が
手
を
取
り

合
い
、
明
日
の
豊
か
な
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
事
を
全
員
の
賛
同
で
採

択
さ
れ
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
堀
川　

弘
（
土
庄
）

　
　
　
香
西
克
悦
（
土
庄
）

　
　
　
山
脇
紀
久
子
（
土
庄
）

　
　
　
山
本　

勝
（
土
庄
）

　
　
　
三
宅
奈
津
江
（
北
浦
）

　
　
　
森　

基
安
（
四
海
）

　
　
　
髙
橋　

弥
（
四
海
）

　
　
　
矢
麥
律
子
（
豊
島
）

　
　
　
大
部
地
区
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
（
大
部
）

　

平
成
25
年
10
月
23
日
に
第
60
回
香

川
県
社
会
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
余
島
邦
昭
（
土
庄
）

　
　
　
森　
　

潤
（
土
庄
）

　
　
　
佐
伯
達
也
（
大
鐸
）

　
　
　
森
井
弘
美
（
大
鐸
）

　
　
　
柳
田
文
義
（
土
庄
）

　
　
　
佐
伯
洋
資
（
大
鐸
）

　

平
成
26
年
２
月
20
日
、
第
28
回
土

庄
町
社
会
福
祉
大
会
が
、
中
央
公
民

館
二
階
の
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
で
は
恒
例
と
な
っ
た
「
ひ
ま
わ
り

の
家
」「
み
く
に
園
」
の
無
料
飲
料
接

待
や
手
作
り
作
品
の
販
売
、
土
庄
町

婦
人
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
災
害
へ
寄
付
）
が
来
場

者
に
好
評
で
、
時
間
が
足
り
な
い
程

の
盛
況
だ
っ
た
。

　

住
み
な
れ
た
地
域
で
長
く
元
気
に
、

安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
事
が
今

求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
で
支
え
合

い
助
け
合
う
協
働
、共
助
の
在
り
方
、

体
制
の
構
築
等
を
強
化
し
、
如
何
に

し
て
取
り
組
む
か
が
こ
の
福
祉
大
会

の
課
題
で
あ
る
。

　

県
会
議
員
谷
久
浩
一
様
は
じ
め
御

来
賓
の
方
々
に
は
大
変
お
忙
し
い
中

ご
参
列
頂
い
た
。大
会
会
長
の
式
辞
、

御
来
賓
の
祝
辞
の
中
に
、
町
内
の
福

祉
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
活
動
し
て
来
た
事
を
労
わ
れ
た
が
、

一
方
で
福
祉
の
町
づ
く
り
に
決
意
を

新
た
に
、
な
お
一
層
の
取
り
組
み
と

活
動
を
展
開
す
る
事
が
強
く
求
め
ら

　
土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰

　
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰

香
川
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

日常生活自立支援事業
自分の判断能力が不安で福祉サービスの利用の仕方や下記のような不安がある方はご相談下さい。

●お金の使い方がわからない
●１人で銀行へ行けない

●通帳や印鑑をなくしてしまう
●書類の意味がわからない

【ご相談・お問い合わせ】土庄町社会福祉協議会　☎62−5122　〈担当〉田中

大
会
運
営
委
員
長

余
島
邦
昭

第
28
回
土
庄
町
社
会
福
祉
大
会

第
28
回
土
庄
町
社
会
福
祉
大
会
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老
人
福
祉
大
会
50
周
年
記
念
に
あ

わ
せ
て
、昨
年
11
月
14
日
に
福
祉
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
盛
大
に
実
施
さ

れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
前
日
よ
り
準

備
作
業
で
福
祉
会
館
和
室
に
は
、
山

の
よ
う
に
積
ま
れ
た
商
品
の
数
々
、

善
意
で
寄
せ
ら
れ
た
品
々
を

如
何
に
廉
価
に
販
売
す
る

か
、
値
付
け
の
担
当
者
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
部
屋
は
熱
気
で
む
ん

む
ん
、
忙
し
そ
う
に
値
付
け

を
し
て
お
り
、
中
で
は
商
品

を
手
に
取
っ
て
値
付
け
の
相

談
を
す
る
人
、
箱
に
商
品
を

詰
め
る
人
、
言
葉
も
か
け
に

く
い
位
忙
し
そ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
結
局
は
程
良
い
値

に
落
ち
着
い
て
い
き
ま
す
。

担
当
者
の
皆
さ
ん
は
ベ
テ
ラ

ン
の
方
ば
か
り
で
て
な
れ
た

手
つ
き
で
処
理
し
て
い
る
様

子
を
見
て
感
嘆
！！

　

特
に
、
今
回
は
善
意
に
よ

る
柿
の
提
供
も
あ
り
、
収
穫
か
ら
経

験
し
た
方
も
数
人
お
り
、
特
色
あ
る

風
景
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
販
売
当
日
、
部
門
別
に

並
べ
ら
れ
た
商
品
を
８
部
門
に
別
け

て
テ
ン
ト
の
中
に
並
べ
ら
れ
、
準
備

が
整
い
ま
し
た
。
正
午
の
販
売
前
に

は
黒
山
の
人
だ
か
り
目
を
つ
け
た
商

品
を
一
刻
も
早
く
手
に
入
れ
よ
う
と

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
正
午
丁
度
に

バ
リ
ケ
ー
ド
が
は
ず
さ
れ
、
販
売
が

開
始
さ
れ
る
と
人
が
テ
ン
ト
に
な
だ

れ
込
み
、
お
目
当
て
の
商
品
を
そ
れ

ぞ
れ
に
買
い
込
ん
で
い
ま
す
。
中
に

は
軽
四
輪
に
入
り
き
ら
な
い
位
、
買

わ
れ
た
よ
う
で
び
っ
く
り
！！

　

部
門
別
に
販
売
し
た
が
、
早
い
テ

ン
ト
で
は
30
分
も
か
か
ら
ず
完
売
し

た
部
門
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
準

備
に
、
販
売
に
、
携
わ
っ
た
皆
様
に

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
は
時
代
の
変
革
に
よ
り
出
品

数
が
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
以
上
の
出
品
数
で
収
益
金
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
し
た
。

　

出
品
販
売
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

森
川

　卓

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実
行
委
員
長
活
動
風
景

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

新
理
事

　

渕
崎
分
会
長　

仲
邑
憲
彰

《
心
配
ご
と
相
談
員
》

　

森　
　

潤　

◎
松
本
紀
男

　

林　

清
美　
　

木
下
孝
司

　

山
田
靖
士　

◎
坂
口
則
雄

　

木
村
義
弘　
　

森
井
弘
美

　

余
島
邦
昭　
　

葛
西
裕
匡

　

福
岡
敏
郎　
　

高
橋
ふ
み
子

◎
は
新
相
談
員（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
町
社
協
の
理
事
・
心
配
ご
と

　
　
　
　
　
　
相
談
員
の
紹
介
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大
鐸
分
会
で
は
主
な
年
間
活
動
と

し
て
次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

①
配
食
型
給
食
サ
ー
ビ
ス

②
親
子
料
理
教
室

③
各
種
募
金
活
動
そ
の
他
各
団
体
へ

の
助
成
や
誕
生
祝
い
金
な
ど

《
配
食
型
給
食
サ
ー
ビ
ス
》
に
つ
い
て

実
施
回
数　

年
間
４
回
（
１
回
当
た

り
約
40
食
）

対
象
者　

大
鐸
地
域
の
高
齢
者
の
方
々

献　

立　

食
材
等
の
準
備
は
事
務
局

調　

理　

婦
人
会
、
食
改
役
員
、
事

務
局

配　

食　

大
鐸
地
区
内
の
自
治
会
長
、

民
生
委
員
、
分
会
役
員
等

午
前
８
時
頃
か
ら
調
理
を
開
始
し
、

11
時
頃
に
概
ね
盛
り
付
け
も
完
了
。

配
食
協
力
の
方
々
に
よ
っ
て
、
地
区

内
希
望
者
の
家
庭
へ
配
達
。

《
親
子
料
理
教
室
》
に
つ
い
て

実
施
回
数　

平
成
22
年
か
ら
夏
休
み

期
間
中
に
実
施

対
象
者　

大
鐸
地
区
内
の
小
学
生
の

親
子
。

献　

立　

平
成
25
年
度
は
、
☆
絶
品

ギ
ョ
ー
ザ
☆
ツ
ナ
と
コ
ー
ン
の
サ
ラ

ダ
☆
と
ろ
け
る
な
め
ら
か
牛
乳
プ
リ

ン
で
し
た
。食
材
等
の
準
備
は
事
務
局
。

　

ギ
ョ
ウ
ザ
は
、
餡
を
包
む
の
に
苦

労
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
う
ま

く
で
き
あ
が
り
、
後
は
み
ん
な
で
、

楽
し
く
会
食
。
と
っ
て
も
充
実
し
た

笑
顔
あ
ふ
れ
る
料
理
教
室
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
け
る
ふ
れ
あ
い
活
動
を
心

が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
協
大
部
分
会
は
自
治
会
、
老
人

会
な
ど
各
団
体
代
表
、
民
生
委
員
で

構
成
さ
れ
、
役
員
20
名
、
賛
助
会
員

84
名
お
り
ま
す
。

　

当
分
会
は
地
区
内
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
「
誰
も
が
安
心
し
て
、
充

実
し
た
生
活
」
が
で
き
る
福
祉
社
会

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
で
新

し
い
命
が
誕
生
さ
れ
た
お
宅
へ
訪
問

し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
お
祝
い
金
を

渡
し
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
う
れ
し

い
の
は
訪
問
し
た
際
、
笑
顔
で
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
言
葉
で
す
。

　

そ
し
て
、
大
勢
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
る
の
は
10
月
後
半
か
ら
年

度
末
ま
で
の
間
に
５
回
行
わ
れ
る
老

人
給
食
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

地
区
の
食
改
会
員
、
各
自
治
会
、

女
性
の
方
々
に
協
力
を
得
て
、
20
名

ほ
ど
で
90
食
の
お
弁
当
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

当
分
会
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
会
食

と
し
て
各
自
治
会
館
に
集
ま
り
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
し
て
頂

き
、
会
場
ま
で
来
ら
れ
な
い
方
へ
は

配
食
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
早
々
と
参
加
者
が
集
ま

り
、普
段
会
わ
な
い
人
に「
久
し
ぶ
り
」

と
声
を
掛
け
会
話
が
始
ま
り
、
お
弁

当
が
届
く
と
「
お
い
し
そ
う　

い
つ

も
は
簡
単
に
す
ま
せ
る
か
ら
手
の
込

ん
だ
料
理
は
う
れ
し
い
し
、
大
勢
で

話
を
し
な
が
ら
食
べ
る
の
は
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。
笑
顔
は
頑

張
る
力
に
な
り
、
今
後
も
分
会
員
一

同
一
致
協
力
し
て
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

紹
介

大
鐸
分
会

大
部
分
会

紹
介



⑹26. 3. 1 土庄町社協だより

番 号 目 標 額 実 績 額
1 土　　　庄 977,900 977,926
2 渕　　　崎 674,100 672,750
3 大　　　鐸 199,400 199,400
4 北　　　浦 223,800 223,800
5 四　　　海 304,300 304,300
6 豊　　　島 199,400 225,000
7 大　　　部 225,100 227,100
8 街 頭 募 金 20,000 61,820
9 香川県農協 30,000 30,000
10 百十四銀行 0 9,000
11 法 人 募 金 170,000 209,100
12 学校募金 20,000 40,599
13 職域募金 200,000 286,000
14 　イベント募金（チャリティバザー） 10,000 17,222
15 個 人 募 金 0 1,500
16 その他の募金 0 4,063
17 　その他の募金（自動販売機） 15,000 37,846

合　　　計 3,269,000 3,527,426

　土庄町商工会のご協力により11月２
日㈯に大商業まつり会場にて土庄町共同
募金委員会が、街頭募金を行いました。
たくさんの募金をいただきありがとうご
ざいました。
　土庄町住民の方の地域福祉活動に役立
たせていただきます。
　助成内容につきましては、土庄町社協
だより にじ 74号に記載させていただ
きます。

平成25年度に皆様からお寄せいただいた募金は全額「香川県共同募金会」に送金しました。
平成26年度には平成25年度の募金が各地区、団体等に助成され地域の福祉活動に役立てられます。

赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました

《平成25年度 赤い羽根共同募金実績額》



26. 3. 1⑺ 土庄町社協だより

　

香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ

た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
、
受
付
順
） 

あ
た
た
か
い
善
意

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
1
月
31
日
ま
で
）

あ
た
た
か
い
善
意

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
25
年
8
月
1
日
か
ら
1
月
31
日
ま
で
）

　
町
社
協
に
対
す
る
も
の

五
万
円	

小
豆
島
船
主
親
睦
会　

	

　
　
　
　
　
　
　

小
豆
島
町
安
田

三
万
円　

森
石
信
博	

小　

海

五
万
円　

井
上　

康	

北　

山

三
万
円　

藤
本
敏
之	

見　

目

三
万
円　

山
本　

勝	

小　

瀬

二
万
円　

中
村
武
司	

見　

目

三
万
円　

山
西
ア
ケ
ミ	

鹿　

島

三
万
円　

四
橋
一
男	

本
町
一
丁
目

三
万
円　

湊　

友
和	

小　

江

三
万
円　

橋
本
直
紀	

本
町
一
丁
目

三
万
円　

大
野
裕
次	

鹿　

島

　
土
庄
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

藤
本　

修	

新　

町

三
万
円　

平
岡
邦
夫	

日　

進

三
万
円　

阪
口
孝
江	

新　

橋

三
万
円　

藤
本
貞
夫	

土　

山

三
万
円　

岡
本
孝
幸	

　

柳

五
万
円　

渚　

純
一	

鹿　

島

三
万
円　

柚　

佳
典	

天　

神

三
万
円　

堀　

一
寿	

千　

軒

五
万
円　

山
本　

勝	

小　

瀬

三
万
円　

堀　

康
晴	

千　

軒

三
万
円　

中
本
幸
利	
　

柳

三
万
円　

笠
井　

勝	
大
木
戸

三
万
円　

畝
木
英
代	

日　

進

三
万
円　

紙
谷　

譲	

大
木
戸

三
万
円　

塩
見
公
男	

小　

瀬

三
万
円　

池
内
茂
男	

天　

神

　
渕
崎
分
会
に
対
す
る
も
の

二
万
円　

岡
本
一
博	

渕　

崎

五
万
円　

山
崎
勝
義	

平　

木

三
万
円　

山
本
公
明	

上　

庄

三
万
円　

山
岡
賢
三	

上　

庄

　
大
鐸
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

山
口
文
代	

肥
土
山

三
万
円　

伊
丹
一
也	

笠　

滝

三
万
円　

三
谷
澄
子	

肥
土
山

二
万
円　

佐
伯
正
行	

肥
土
山

　
北
浦
分
会
に
対
す
る
も
の

五
万
円　

清
水　

満	

見　

目

三
万
円　

森
石
信
博	

小　

海

三
万
円　

中
尾
芳
正	

馬　

越

三
万
円　

高
岸
祥
與	

小　

海

三
万
円　

中
塚
伸
一	

小　

海

五
万
円　

藤
本
敏
之	

見　

目

二
万
円　

中
村
武
司	

見　

目

五
万
円　

藤
原
カ
ツ
子	

見　

目

　
四
海
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

須
藤
利
夫	

小　

江

三
万
円　

穴
山
雅
博	

小　

江

三
万
円　

石
井
文
江	

伊
喜
末

五
万
円　

木
村
幸
一	

小　

江

三
万
円　

松
浦
知
己	

伊
喜
末

三
万
円　

砂
場
日
出
夫	

小　

江

三
万
円　

石
井
伸
郎	

滝　

宮

三
万
円　

西
本
修
一	

長　

浜

　
豊
島
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

水
口
明
夫	

唐
櫃
浜

五
万
円　

兒
島
洋
一
朗	

家
浦
岡

三
万
円　

樽
井　

忠	

唐
櫃
岡

　
大
部
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円　

樋
口
早
緒
里	

田　

井

二
万
円　

佐
伯
千
恵
子	

向　

町

五
万
円　

片
山
鹿
之
助	

小　

部

二
万
円　

川
㟢
昭
二	

田　

井

土
庄
町
社
協
だ
よ
り
「
に
じ
」の
印
刷

費
の
一
部
は
共
同
募
金
助
成
金
を
あ

て
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た



土庄町社会福祉大会が行われました土庄町社会福祉大会が行われました

　『健康でいきいきと暮らせる町づく
り』をテーマに平成21年６月から鹿島
の介護予防サポーター４人でサロンを
始めました。
　何をどう進めて良いか分からない私
たちですが、そこは同じ地域の方々で
す。すぐに話に花が咲きました。毎回
テーマを決めて、カラオケをしたり、
折り紙をしたり、小物作りなどをして
時間を過ごし、お茶の時間には皆ニコ
ニコと話もはずみます。時には有志の
方のご好意でお団子や混ぜ御飯などを
作って一緒に食べることも。食べるこ

とは何より楽しく、すぐに賑やかになります。お茶を飲みながら、話に夢中になっている様子は、とて
もイキイキと感じられます。人と話すことの大切さを参加者から学びました。サロンの終わりは、定番
となりました「ボケない小唄」と「鹿島の唄」
で締めくくります。
　現在はサポーターも９人に増え、参加者も合
わせて15名～20名ほどが集まっています。

　子どもから高齢者まで、どなたでも参加して
いただけるアットホームなサロンです。ぜひ、
皆さんお越しください。

　今回も、ひまわりの家とみくに園の両施設の商品

の即売会及び、土庄町婦人会によります新品衣類

（訳あり）のチャリティーバザー（収益金はフィリ

ピン災害に寄付）が行われました。休憩時間には

コーヒー、紅茶の無料接待があり、福祉大会も盛大

に行われました。

表紙の紹介

福祉だよりは７１号から『にじ』に新しくなりました。末長くご愛読をお願いします。

土庄町社会福祉大会が行われました

ようこそ！！ようこそ！！
いきい

きサロン鹿島にいきい
きサロン鹿島にいきい
きサロン鹿島に

2月14日は防災ずきんを作りました

鹿島いこいの家で毎月第２金曜日
13時30分～15時30分　会費200円


